
れっし ゃ けい

おいては線路有効長， 旅客列車においては乗降場の長さあるい

は常態の客車編成等によ っ て決定される。

4 直迅速転 ある総|民から他の線区にわたって列車を直通

して運転することをL 、 う。

5 計図運休 定期列車は毎 日運転するのが原則であるが輸

送上のつごうで，ある矧間号|随l的に運転休止することをし、う。

6 通 過 列車が停車場に停車しなレで通過する こ とを

し、う 。

7 待 選 停車場である列車が他の列車に追越されるた

め待合わすことをL 、う。

8 続 行 ある列車を基準に して，その列車につづいて

同ブjlnjに運転する列車をL 、 う 。

9 行 違 lli線区間では停車場，ì.l!線区間では停車場ま

たは停車場開ですれ違うことをL 、う。

10 ì畠 越 ある列車が他の列車を停車場または停車場聞

で追い越すことをし、う。 1本111)劫聞で追い越す場合は 3 線|玄関ま

たは複々線区間でおこる。

11 対 l均 単線区間において上下列車が行違いの関係に

ある場合， 一つの列車に対して他の列車を対向列車とし、う。

12 先 行 同一方向に 2 以上の列車がつづいて運転する

場合， 先に巡!fi正する列車をf去につづいて運転する列車に対して

13 後 続 同一方向に 2 以上の列車がつづいて運転する

場合，先に並区転する列車に対して後につづいて運転する列車の

ことをいう。(萩原氏次)

れ っ し ゃ けいと う 列車系統 列車を設定する場合は旅客貨

物の流動状態に応じて列車の発着区間 ・ 運転経路を定める。し

たがって列車は線区を通して運転するもの，一線区の中聞に発

着するもの， *総と支線をとおして巡転するもの等街々の系統

がある。これを列車系統といL 、 ， これを図表にしたものを列車

系統表とし、う。この系統表は旅客 ・ 貨物別に分つのが普通であ

る(下表と次ベージ表)0 (萩原点次)

れ っ し 々 けいほうき 列車警報器 (英) train a l arm 列車

巡転中1jI掌あるいは乗客が至急列車を停止させたいような事態

が生じたとき，これを機関車乗務員に報知する装置をいう。

(三和違法、)

れ っ し 々 じかく 列車時間 ある 1 つの列車に対し，それに統

行する列車または対向する列車の時間の間隔をし、う。 列車を設

定するときは，輸送量に応じて列車回数を定め， それらの列車

が有効時間併において，できるだけ平均することが望ましいの

であるが，列車には各極の使命があるので， 1 日における列車

の配列は必ずしも平均されていない。大都市付近の通勤列車の

よう に， 短い有効時間帯にた くさんの回数の列車を運転させる

ためには， 勢い続行する列車の隔離時分すなわち続行時閣をで

きるだけ小さくし，等間隔運転の方法をもっ て線路容量を有効

に使い，輸送起:に合わせるのである。東京付近の東海道線列車

のラッシュ l時間帯のごときは好個の例である。列車回数が極め

て少ない場合は問題がないが，だんだん多くなってくると，勢

い列車と列車とのl時隔が接近して， その隔離時分が少なくなっ

てくる。しかしこの隔離時分もおのずから限度があって，列車

運転の安全を確保できる限度に止まる。これを最小運転時隔と

いう。----"列車回数。(内田宮彦)

列車系統表 (旅客) 東海道線(下り)
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111 テ乙 B E F57=60 同 左

335 テ乙 BEF58=60

512 
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青森

列 | 急行 17 17 

※急行 1 l 

小荷物 1 1 

JllI tl'. J函 15 14 17 

数 計 34 33 34 

1 こゐ表は一例を示したものであるから央燃とは異なる.

2 駅間は列車回数， けん引定数等のgaなるご とに区分す る. ※印は不定JUJ列車を示す.

3 駅間の償線は列車の巡転区聞を表わす.

4 駅名欄の口印は|韓関車の付替を示す.

京 大

割l 阪

両
FnJ 左 10 

同 左
神 戸

12 

8 

ツ乙A C62=62 10 

特急貨
丙A C59=65 

熊 本
7 

8 
名古屋まで

同 左
12 

門 司 " より
10 
10 

同 左 12 

16 

1 

15 

32 

5 ツ 甲 B E F58=55 これは速度箇別が通答申 B 使用俄関111が E F 58 形 けん引定数が 55 である ことを表わす。
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